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調査労働 ﾁｰﾑ  058-277-1103
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事務局FAX 番号 058-273-3930

中
央
会
第　

回
通
常
総
会
・
役
員
一
覧　

２
・
３　

47

平
成　

年
度
補
助
事
業
等
の
募
集　

４
・
５　

組
合
の
記
念
式
典
な
ど　

６　

15

中
央
会
レ
デ
ィ
ー
ス
ク
ラ
ブ
・
通
常
総
会　

７　

海
外
レ
ポ
ー
ト（
ロ
ン
ド
ン
）　

８　

四
月
の
景
況
調
査　

９　

書
籍
案
内
ほ
か　
　
10

事
務
局
だ
よ
り（
全
国
大
会
参
加
募
集
な
ど
）　
　
11

　
　

こ
の
ほ
ど
、
中
小
企
業
庁

よ
り
「
二
〇
〇
二
年
版
中
小
企

業
白
書
」（
以
下
「
白
書
」
と
い

う
。）
が
発
表
さ
れ
た
。

　

わ
が
国
の
経
済
は
、
失
業
率

が
高
水
準
（
五
・
四
％
）
で
推

移
し
、
設
備
投
資
が
大
幅
に
減
少
す
る
な
ど
大
き
く
冷
え
込

ん
で
い
る
。
し
か
し
、
五
月
に
内
閣
府
が
発
表
し
た
地
域
経

済
動
向
に
よ
る
と
、
二
年
十
一
ヶ
月
ぶ
り
に
す
べ
て
の
地
域

で
景
気
判
断
を
上
方
修
正
し
た
。

　

し
か
し
、
中
小
企
業
に
そ
の
実
感
が
な
い
。
二
〇
〇
一
年

度
中
小
製
造
業
の
生
産
が
一
年

間
で
約
一
〇
％
下
落
し
、
倒
産

件
数
も
約
一
八
、
八
〇
〇
件
と
、

戦
後
三
番
目
の
水
準
と
な
る
な

ど
極
め
て
厳
し
い
経
営
環
境
に

あ
る
。

　

わ
が
国
産
業
の
基
盤
を
支
え
る
中
小
企
業
が
一
刻
も
早

く
こ
の
不
況
を
脱
却
し
、
持
ち
前
の
活
力
と
個
性
を
発
揮
で

き
る
よ
う
支
援
す
る
こ
と
が
、
わ
が
国
経
済
活
性
化
に
向
け

た
最
重
要
課
題
で
あ
る
。

　

白
書
の
特
色
は
、
①
中
小
企
業
を
め
ぐ
る
現
下
の
厳
し
い

状
況
に
つ
い
て
分
析
②
中
小
企
業
の
誕
生
期
、
発
展
成
長
期
、

廃
業
・
倒
産
と
い
っ
た
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
ご
と
の
課
題
を
分

析
③
廃
業
・
倒
産
と
い
う
会
社
経
営
の
「
失
敗
」
に
つ
い
て

白
書
と
し
て
初
め
て
分
析
。
廃
業
し
た
経
営
者
の
実
態
調
査

を
通
じ
、
再
起
の
条
件
を
模
索
④
金
融
機
関
が
中
小
企
業
に

対
す
る
資
金
供
給
で
果
た
す
役
割
、
金
融
機
関
の
業
態
別
に

分
析
し
、
不
良
債
権
の
存
在
が
中
小
企
業
向
け
貸
出
し
に
与

え
る
影
響
等
に
つ
い
て
検
証
⑤
八
〇
年
代
以
降
欧
米
に
お

い
て
は
、「
ま
ち
の
起
業
家
」
が
多
数
輩
出
。
そ
れ
ぞ
れ
の
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
（
技
術
革
新
・
経
営
革
新
）
や
雇
用
へ
の
効

果
は
さ
さ
や
か
で
あ
っ
た
が
、
全
体
と
し
て
経
済
活
性
化
に

大
き
く
寄
与
。
わ
が
国
に
お
い
て
も
、
こ
う
し
た
状
況
の
創

出
が
課
題
で
あ
る
と
提
示
し
て
い
る
。

　

長
期
低
落
傾
向
が
続
い
て
い
る
中
で
、
会
社
の
開
業
率
は

一
九
七
五
年
以
降
、
常
に
四
〜
五

％
を
保
っ
て
い
た
が
、
一
九
九
〇

年
代
に
入
り
大
き
く
低
下
し
、
三

％
台
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

　

わ
が
国
経
済
を
支
え
る
の
は

中
小
企
業
で
あ
り
、
現
在
の
構
造
変
化
を
チ
ャ
ン
ス
と
と
ら

え
、
大
胆
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
く
中
小
企
業
を
輩
出
す

る
こ
と
が
、
わ
が
国
経
済
全
体
の
活
性
化
に
必
要
不
可
欠
で

あ
る
。

　

日
本
経
済
を
復
活
さ
せ
る
に
は
、
中
小
企
業
に
か
か
っ
て

い
る
。

　
「
ま
ち
の
起
業
家
」
の
創
業
・
新
事
業
へ
の
挑
戦
を
促
す
環

境
整
備
と
、
い
っ
た
ん
破
綻
し
た
経
営
者
が
再
度
起
業
す
る

こ
と
が
で
き
る
環
境
の
整
備
が
望
ま
れ
る
。　

�
…『
�

』（
平
成　

年 
4
月
〜　

月
）
開
催
中
。
中
山
道
沿
線
地
域
に
て
各
種
イ
ベ
ン
ト
実
施
。

14

11

再
起
可
能
な
環
境
整
備
を

　
　
　

二
〇
〇
二
年
中
小
企
業
白
書
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い
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ

の
よ
う
な
中
で
、
中
央
会
も
様
々
な

提
案
を
し
て
い
く
た
め
に
、
岐
阜
県

の
中
小
企
業
組
合
の
皆
さ
ん
の
考
え

を
国
、
県
に
伝
え
て
い
こ
う
と
取
り

組
ん
で
い
る
。
今
後
も
皆
さ
ん
に
必

要
と
さ
れ
る
中
央
会
と
し
て
活
躍
し

て
い
き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
。

　

議
案
審
議
で
は
辻
正
会
長
が
議
長

を
務
め
、
森
本
専
務
理
事

が
十
三
年
度
収
支
決
算

や
予
算
な
ど
の
各
議
案

に
つ
い
て
、
大
画
面
に
グ
ラ
フ
等
を

映
し
出
し
な
が
ら
、
ビ
ジ
ュ
ア
ル
で

判
り
や
す
く
説
明
し
た
。

　

十
四
年
度
予
算
額
は
三
億
一
千
九

百
八
十
六
万
九
千
円
（
前
年
比
六
百

八
十
八
万
三
千
円
増
）
で
、
重
点
活

動
目
標
は
①
創
業
・
ベ
ン
チ
ャ
ー
育

成
と
中
小
企
業
支
援
対
策
②
組
織
化

の
推
進
と
多
角
的
連
携
指
導
③
組
合

運
営
支
援
、
活
路
開
拓
事
業
の
推
進
、

青
年
部
・
女
性
部
活
動
の
充
実
強
化

な
ど
の
「
組
合
活
性
化
対
策
」
④
岐

阜
県
Ｉ
Ｔ
戦
略
産
業
経
済
会
議
の
事

業
推
進
、
組
合
の
情
報
化
・
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
化
、
海
外
直
結
戦
略
と
し
て

の
情
報
収
集
・
提
供
、
現
地
経
済
視

察
な
ど
の
「
情
報
化
対
策
」
⑤
中
小

企
業
の
雇
用
創
出
支
援
、
労
働
環
境

改
善
推
進
な
ど
の
「
労
働
問
題
対
策
」

と
な
っ
て
い
る
。

　

そ
の
他
、
県
産
業
廃
棄
物
対
策
、

中
小
企
業
対
策
・
中
小
企
業
施
策
に

つ
い
て
の
要
望
・
提
言
、
関
係
機
関
・

団
体
と
の
連
携
強
化
な
ど
を
進
め
、

今
年
度
も
�
協
力
す
る
中
央
会
か
ら

提
案
す
る
中
央
会
�
を
モ
ッ
ト
ー
に

活
動
し
て
い
く
。

　

な
お
、
主
な
来
賓
は
次
の
と
お
り
。

▽
市
川
祐
三
中
部
経
済
産
業
局
長

（
代
理：

小
川
高
志
中
部
経
済
産
業

局
産
業
振
興
部
長
）
▽
梶
原
拓
岐
阜

県
知
事
（
代
理：

長
屋
栄
岐
阜
県
農

林
商
工
部
商
工
局
長
）
▽
�
田
藤
一

岐
阜
県
議
会
議
長
▽
吉
田
明
史
商
工

中
金
岐
阜
支
店
長

　

岐
阜
県
中
央
会
は
、『
第　

回
通
常
総
会
』
を
五
月
二
十
七
日
に
大
垣
市
の
ソ
フ
ト
ピ
ア
ジ
ャ
パ
ン
セ
ン
タ
ー
で

４７

開
催
し
た
。
総
会
で
の
提
出
議
案
は
、
①
平
成
十
三
年
度
事
業
報
告
書
、
収
支
決
算
な
ど
の
各
決
算
関
係
議
案
②

平
成
十
四
年
度
事
業
計
画
及
び
収
支
予
算
案
③
会
費
賦
課
基
準
案
及
び
納
入
方
法
④
取
引
金
融
機
関
及
び
借
入
金

残
高
の
最
高
限
度
額
案
⑤
役
員
報
酬
の
額
案
⑥
役
員
選
挙
―
の
６
議
案
を
審
議
し
、
い
ず
れ
も
承
認
さ
れ
た
。

６議案審議１４年度事業など決まる
役員改選では辻正会長らを再選

中 央 会・第 47 回 通 常 総 会 開 催

　

総
会
に
は
来
賓
や
組
合
役
職
員
ら

約
二
百
人
が
出
席
。
議
案
審
議
前
に

は
岐
響
レ
デ
ィ
ー
ス
カ
ル
テ
ッ
ト
に

よ
る
演
奏
が
行
わ
れ
た
。

　

辻
会
長
は
開
会
に
あ
た
り
、「
現
在

の
日
本
の
企
業
に
は
元
気
が
な
い
が
、

我
々
中
小
企
業
が
倒
れ
て
は
日
本
が

だ
め
に
な
る
。
中
小
企
業
が
思
い

切
っ
て
立
ち
上
が
り
、
道
を
切
り
開

　

任
期
満
了
（
二
年
）
に
よ

る
役
員
改
選
で
は
、
会
長
に

辻
正
氏
が
再
選
さ
れ
た
。ま

た
、
副
会
長
に
は
、
新
た
に

岐
阜
県
中
央
会
レ
デ
ィ
ー
ス

ク
ラ
ブ
会
長
の
加
藤
智
子

氏
（
岐
阜
県
陶
磁
器
原
料

工
業
協
同
組
合
・
理
事
長
）

が
選
ば
れ
た
。

　

正
副
会
長
は
次
の
と
お

り
。（
敬
称
略
）

　

▽
会
長
＝
辻
正
▽
副
会

長
＝
岡
本
太
右
衛
門
、
加
藤
愛
之
輔
、

戸
島
一
博
、関
道
朗
、河
野
直
喜
、加
藤

智
子

　

な
お
、
全
役
員
に
つ
い
て
は
次
頁
「
中

央
会
役
員
一
覧
」参
照
。

ビ
ジ
ュ
ア
ル
で
進
行
さ
れ
た
議
案
審
議

岐
響
レ
デ
ィ
ー
ス
カ
ル
テ
ッ
ト
の
演
奏

�
提
案
す
る
中
央
会
�と
し
て
事
業
推
進

副
会
長
に
加
藤
智
子
氏
選
任

加藤智子副会長
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�
…
ア
ネ
ッ
ク
ス
テ
ク
ノ
２
「
Ｃ
Ａ
Ｄ
研
修
」
①
『
３
次
元
Ｃ
Ａ
Ｄ
基
礎
』：

７
月　
　

・　

日　

〔
二
日
間
〕、　

時
〜　

時
、
受
講
料
・
二
万
五
千

22
（月）

23

（火）

10

17

円
、
前
提
知
識
・
Ｗ
ｉ
ｎ
ｄ
ｏ
ｗ
ｓ
の
操
作
経
験
と
基
礎
的
な
製
図
知
識
の
あ
る
方
。

岐阜県中小企業団体中央会役員一覧
平成１４年５月２７日改選　　（敬称略・順不同）

No.12345678910111213141516171819202122232425262728293031323334353637383940

役

名

会

長

副
会
長

〃〃〃〃〃
専
務
理
事

常
任
理
事

〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃

氏

名

辻

正

岡
本　

太
右
衛
門

加　

藤　

愛
之
輔

戸

島

一

博

関　

道

朗

河

野

直

喜

加

藤

智

子

森

本

安

彦

�

橋

敏

博

村

瀬

恒

治

横

山

清

進

加

藤

光

男

岩　

井　

三
千
昭

籏 

　

政

廣

坂　

�　

三
千
敬

服

部　

�

竹

中

芳

弘

小

石

裕

司

堀　
　
　

雅　

夫

林　
　
　

初　

彦

大

塚

滋

治

渡

邊

克

郎

井

上

恵

太

脇

田

一

夫

岩

田

仲

雄

坂

�

義

雄

大

松

利

幸

老

田

正

夫

東

方

喜

之

加　

藤　

都
喜
男

小

西

輝

幸

青

木

貞

夫

森　
　
　

賢　

二

福

井

郁

夫

永

井

泰

雄

兼

松

誠

吾

辻　
　
　

守　

重

下

平　

治

玉

樹

成

三

後

藤

利

夫

所

属

団

体

岐
阜
流
通
セ
ン
タ
ー
協
同
組
合
連
合
会

岐
阜
県
鋳
物
工
業
協
同
組
合

岐
阜
県
陶
磁
器
工
業
協
同
組
合
連
合
会

岐
阜
県
管
設
備
工
業
協
同
組
合

協
同
組
合
飛
騨
木
工
連
合
会

岐
阜
婦
人
子
供
服
工
業
組
合

岐
阜
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会
レ
デ
ィ
ー
ス
ク
ラ
ブ

本
会
専
従

岐
阜
県
金
属
工
業
団
地
協
同
組
合

大
昭
和
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
造
土
木
協
同
組
合

岐
阜
県
鉄
工
溶
接
協
同
組
合

木
曽
三
川
砂
利
特
定
採
取
協
同
組
合

岐
阜
県
可
児
工
業
団
地
協
同
組
合

岐
阜
県
銘
木
協
同
組
合

岐
阜
県
陶
磁
器
工
業
協
同
組
合
連
合
会

協
同
組
合
岐
阜
県
刃
物
会
館

岐
阜
県
建
具
工
業
協
同
組
合

岐
阜
県
金
型
工
業
組
合

岐
阜
土
木
協
同
組
合

岐
阜
県
印
刷
工
業
組
合

岐
阜
市
商
店
街
振
興
組
合
連
合
会

岐
阜
県
眼
鏡
商
業
協
同
組
合

川
崎
岐
阜
協
同
組
合

岐
阜
繊
維
商
業
団
地
協
同
組
合

岐
阜
県
毛
織
工
業
協
同
組
合

多
治
見
陶
磁
器
卸
商
業
協
同
組
合

岐
阜
県
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
工
業
組
合

岐
阜
県
酒
造
協
同
組
合
連
合
会

岐
阜
県
木
材
協
同
組
合
連
合
会

岐
阜
県
米
菓
工
業
協
同
組
合

岐
阜
県
砕
石
工
業
組
合

岐
阜
県
既
製
服
縫
製
工
業
組
合

岐
阜
県
商
店
街
振
興
組
合
連
合
会

岐
阜
県
電
気
工
事
業
工
業
組
合

協
同
組
合
高
山
卸
商
業
セ
ン
タ
ー

関
金
属
工
業
協
同
組
合

丸
重
製
紙
企
業
組
合

日
中
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
研
究
協
同
組
合

土
岐
市
陶
磁
器
卸
商
業
協
同
組
合

岐
阜
県
家
庭
紙
工
業
組
合

地

区

岐

阜

岐

阜

東

濃

岐

阜

飛

騨

岐

阜

岐

阜

岐

阜

岐

阜

岐

阜

岐

阜

岐

阜

中

濃

岐

阜

東

濃

中

濃

岐

阜

岐

阜

岐

阜

岐

阜

岐

阜

岐

阜

岐

阜

岐

阜

岐

阜

東

濃

岐

阜

岐

阜

岐

阜

西

濃

岐

阜

岐

阜

岐

阜

岐

阜

飛

騨

中

濃

中

濃

岐

阜

東

濃

中

濃

業

種

商

業

金

属

窯

業

建

設

木

材

繊

維

そ
の
他

そ
の
他

金

属

建

設

金

属

建

設

金

属

木

材

窯

業

金

属

木

材

金

属

建

設

紙
・
印

商

業

商

業

金

属

繊

維

繊

維

商

業

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

食

品

木

材

食

品

建

設

繊

維

商

業

建

設

商

業

金

属

紙
・
印

繊

維

商

業

紙
・
印

中央会役員７８人を選任
　第４７回通常総会での役員改選では、組合の地区・業種を勘案し、会長１人、理事７４人、監事３人を選任。通常総会終了後、理事会
を開催し、辻正会長の指名推せんにより、副会長６人、専務理事１人、常任理事３４人を選任した。なお、顧問・相談役・参与、総合・
金融税制・商業・技術・労働・情報の各専門委員会の正副委員長及び委員、事業協同組合・信用組合・企業組合・商工組合・協業組
合・商店街振興組合の各部会の正副部会長については、６月１９日の理事会で決める。
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役

名

常
任
理
事

〃
理

事
〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃

監

事
〃〃

氏

名

大
久
保　

為　

芳

田　

口　

日
出
生

今

尾

一

壽

安

藤　

明

毛

利

静

雄

藤

垣　

孟

白

石

仲

七

若

尾

芳

司

丸

山

輝

城

北

村

正

敏

森

本

繁

司

野　

口　

千
寿
雄

雁

部

音

吉

杉

山

正

裕

安　

藤　

日
出
武

滝　
　
　

多
賀
男

武　

山　
　
　

徹

本

田

行

雄

松

波

俊

宣

野

田

豪

一

砂

田

信

博

角　

田　
　
　

惇

前

田

修

平

小
木
曽　
　
　

洋

村

木

登

義

川

島

誠

之

渡

辺

幸

彦

宗

広

達

也

堀　
　
　

克　

己

�

木

雄

一

和

田

繕

長

曽

根

利

彦

大

野

秀

穂

楓　
　
　

和　

夫

奥

村

誠

一

堀

部

正

勝

今

井

達

雄

島　
　
　

秀
太
郎

所

属

団

体

岐
阜
県
異
業
種
グ
ル
ー
プ
交
流
推
進
協
議
会

岐
阜
県
中
小
企
業
青
年
中
央
会

岐
阜
県
石
油
商
業
組
合

大
垣
市
鉄
工
協
同
組
合

岐
阜
食
品
青
果
協
同
組
合

多
治
見
美
濃
焼
卸
セ
ン
タ
ー
協
同
組
合

協
同
組
合
土
岐
美
濃
焼
卸
セ
ン
タ
ー

全
国
タ
イ
ル
工
業
組
合
岐
阜
県
支
部

協
同
組
合
菱
風
会

岐
阜
県
関
刃
物
協
同
組
合

馬
瀬
建
設
協
業
組
合

岐
阜
メ
ン
ズ
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
工
業
組
合

岐
阜
県
生
コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
業
組
合

岐
阜
商
工
信
用
組
合

市
之
倉
陶
磁
器
工
業
協
同
組
合

下
呂
温
泉
旅
館
協
同
組
合

美
濃
織
物
工
業
協
同
組
合

岐
阜
県
土
木
用
ブ
ロ
ッ
ク
工
業
組
合

岐
阜
市
金
属
振
興
協
同
組
合

岐
阜
県
家
具
工
業
組
合

高
山
管
設
備
工
業
協
同
組
合

岐
阜
木
材
団
地
協
同
組
合
連
合
会

飛
騨
信
用
組
合

岐
阜
県
中
古
自
動
車
販
売
商
工
組
合

岐
阜
生
花
市
場
協
同
組
合

岐
阜
県
ニ
ッ
ト
工
業
組
合

協
同
組
合
エ
ヌ
シ
ー
リ
ン
ク

郡
上
板
金
企
業
組
合

岐
阜
県
火
災
共
済
協
同
組
合

協
同
組
合
わ
く
わ
く
西
美
濃

協
同
組
合
高
鷲
村
観
光
協
会

岐
阜
県
タ
イ
ル
商
業
協
同
組
合
連
合
会

物
流
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
中
部
協
同
組
合

協
業
組
合
三
峰
陶
苑

サ
ム
ソ
ン
ビ
ュ
ー
テ
ィ
チ
ェ
ー
ン
協
同
組
合

岐
阜
県
広
告
美
術
業
協
同
組
合

協
同
組
合
下
呂
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

ク
ロ
ー
バ
ー
フ
ュ
ー
チ
ャ
ー
建
設
協
業
組
合

地

区

岐

阜

岐

阜

岐

阜

西

濃

岐

阜

東

濃

東

濃

東

濃

東

濃

中

濃

飛

騨

岐

阜

岐

阜

岐

阜

東

濃

飛

騨

岐

阜

岐

阜

岐

阜

岐

阜

飛

騨

岐

阜

飛

騨

岐

阜

岐

阜

岐

阜

岐

阜

中

濃

岐

阜

西

濃

中

濃

東

濃

岐

阜

東

濃

岐

阜

岐

阜

飛

騨

飛

騨

業

種

そ
の
他

そ
の
他

商

業

金

属

商

業

商

業

商

業

窯

業

金

属

商

業

建

設

繊

維

建

設

そ
の
他

窯

業

サ
ー
ビ
ス

繊

維

建

設

金

属

木

材

建

設

木

材

そ
の
他

自
動
車

商

業

繊

維

商

業

建

設

そ
の
他

商

業

サ
ー
ビ
ス

商

業

サ
ー
ビ
ス

窯

業

サ
ー
ビ
ス

サ
ー
ビ
ス

商

業

建

設



2002 年（平成 14 年）6月 15 日　　岐阜県　中 小 企 業 情 報　　（第三種郵便物認可）　第 512 号（４）

�
…
ア
ネ
ッ
ク
ス
テ
ク
ノ
２
「
Ｃ
Ａ
Ｄ
研
修
」
②
『
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｉ
Ａ 
Ｖ
４ 
サ
ー
フ
ェ
イ
ス
』：

７
月　
　

〜　

日　

〔
三
日
間
〕、　

時
〜　

時
、
受
講
料
・

15
（月）

17

（水）

10

17

四
万
二
千
円
、
前
提
知
識
・『
モ
デ
リ
ン
グ
』
コ
ー
ス
受
講
レ
ベ
ル
と
同
等
の
操
作
経
験
の
あ
る
方
。

　

１.

連
携
組
織
等
調
査
開
発
等
支

援
事
業
＝
中
小
企
業
者
が
経
営
上
の

重
要
度
の
高
い
問
題
に
つ
い
て
、
そ

の
解
決
を
図
る
た
め
の
取
り
組
み
を

共
同
で
行
う
こ
と
を
支
援
す
る
。

【
補
助
事
業
者
】
組
合
等
（
※
）
で

次
の
要
件
に
該
当
す
る
こ
と
。

　

▽
①
新
製
品
（
既
存
製
品
の
改
良

を
含
む
）・
新
技
術
（
既
存
技
術
の
改

良
を
含
む
）・
新
事
業
分
野
へ
の
進
出

等
に
関
す
る
研
究
開
発
、
そ
の
成
果

の
利
用
及
び
そ
の
た
め
に
必
要
な
需

要
の
開
拓
②
情
報
化
の
促
進
③
品
質

管
理
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
・
エ
ネ
ル

ギ
ー
環
境
対
策
、
労
働
力
確
保
等
、

経
営
上
の
重
要
な
問
題
の
解
決
④
設

備
・
事
業
内
容
の
高
度
化
⑤
そ
の
他

中
小
企
業
の
経
営
上
の
重
要
度
の
高

い
課
題
の
解
決

　

▽
専
従
役
職
員
（
任
意
グ
ル
ー
プ

に
つ
い
て
は
専
従
に
準
ず
る
者
）
が

い
る
こ
と
。

　

▽
活
路
開
拓
調
査
・
実
現
化
事
業

及
び
地
場
産
業
振
興
対
策
事
業
費
補

助
金
の
交
付
対
象
組
合
等
は
除
く
。

【
補
助
率
】
２
／
３
（
中
央
会
）、
１

／
３
（
組
合
等
自
己
負
担
）

【
補
助
金
の
上
限
】
五
百
八
十
四
万

円
以
内

【
募
集
組
合
等
数
】
若
干
数

　

２.

活
路
開
拓
調
査
・
実
現
化
事

業
＝
業
種
別
・
地
域
別
事
業
者
団
体

た
る
性
格
を
有
す
る
組
合
等
が
中
小

企
業
者
が
単
独
で
は
解
決
の
困
難
な

問
題
を
改
善
す
る
た
め
の
取
り
組
み

を
行
う
こ
と
を
支
援
す
る
。

【
補
助
事
業
者
】
組
合
等
で
次
の
要

件
に
該
当
す
る
こ
と
。

　

▽
地
域
に
重
要
な
関
わ
り
を
有
す

る
業
界
を
代
表
し
て
い
る
と
認
め
ら

れ
る
業
種
別
事
業
者
団
体
又
は
、
地

域
に
お
い
て
指
導
的
な
役
割
を
果
た

し
て
い
る
事
業
者
団
体
で
、
い
ず
れ

も
十
人
以
上
の
構
成
員
を
有
し
て
い

る
も
の
。

　

▽
次
の
事
業
内
容
に
該
当
の
こ
と
。

　

①
技
術
・
技
能
の
継
承
や
後
継
者

の
育
成
②
規
制
緩
和
等
に
よ
る
経
営

環
境
の
変
化
へ
の
対
処
③
エ
ネ
ル

ギ
ー
環
境
問
題
へ
の
対
処
④
労
働
問

題
へ
の
対
処
⑤
取
引
慣
行
の
是
正
⑥

事
業
の
構
造
改
善
及
び
新
た
な
事
業

分
野
へ
の
進
出
⑦
創
業
者
支
援
⑧
企

業
情
報
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
作
成
・
広

報
等
⑨
情
報
化
の
促
進
⑩
地
域
の
中

心
市
街
地
の
活
性
化

　

▽
専
従
役
職
員
（
任
意
グ
ル
ー
プ

に
つ
い
て
は
専
従
に
準
ず
る
者
）
が

い
る
こ
と
。

　

▽
連
携
組
織
調
査
開
発
等
支
援
事

業
及
び
地
場
産
業
振
興
対
策
事
業
費

補
助
金
の
交
付
対
象
組
合
等
は
除
く
。

【
補
助
率
】
２
／
３
（
中
央
会
）、
１

／
３
（
組
合
等
自
己
負
担
）

【
補
助
金
の
上
限
】
八
百
九
十
七
万

円
以
内

【
募
集
組
合
等
数
】
若
干
数

　

３.

組
合
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化

事
業
＝
中
小
企
業
者
が
、
組
合
等
を

基
盤
と
す
る
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

導
入
す
る
に
当
た
っ
て
必
要
な
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
を
設
計
す
る
た

め
、
次
に
よ
り
行
う
。

　

①
委
員
会
等
の
設
置
②
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
仕
様
書
の
作
成

（
委
託
）
③
報
告
書
の
作
成
（
組
合

員
等
に
対
す
る
指
導
及
び
成
果
普
及

を
含
む
。）

【
補
助
事
業
者
】
組
合
等
で
次
の
要

件
に
該
当
す
る
こ
と
。

　

▽
構
成
員
の
大
多
数
が
参
加
す
る

情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
導
入
を
決
定

し
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
の
設

計
を
行
う
も
の
で
あ
る
こ
と
。

　

▽
既
に
フ
ィ
ー
ジ
ビ
リ
テ
ィ
ー
・

ス
タ
デ
ィ
を
終
了
し
て
お
り
、
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
開
発
計
画
が
作

成
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

　

▽
専
従
役
職
員
が
二
人
以
上
い
る

こ
と
。

【
補
助
金
の
上
限
】
一
千
八
百
七
十

二
万
円
以
内

【
募
集
組
合
数
】
一
組
合
（
予
定
）

　

４.

組
合
指
導
者
養
成
特
別
研
修

事
業
（
海
外
研
修
）
＝
〔
国
内
研
修
〕

約
４
日
間
、〔
海
外
研
修
〕
①
派
遣
期

間：

約
十
四
日
間
②
派
遣
時
期：

十

月
中
旬
〜
十
一
月
中
旬
③
訪
問
国：

欧
州
又
は
北
米

【
補
助
事
業
者
】

　

▽
原
則
と
し
て
、
年
齢
が
二
十
七

才
〜
四
十
五
才
ま
で
の
中
小
企
業
の

若
手
後
継
者
、
青
年
経
営
者
で
、
か

つ
実
務
経
験
が
五
年
以
上
の
者
（
但

し
、
二
十
七
才
未
満
で
実
務
経
験
が

十
年
以
上
の
者
を
含
む
。）

　

▽
国
内
研
修
、
海
外
研
修
の
両
方

に
参
加
す
る
こ
と
。

【
補
助
金
の
上
限
】
一
人
当
た
り　

〔
国
内
〕五
万
一
千
円
以
内
、〔
海
外
〕

二
十
万
四
千
四
百
円
以
内

【
募
集
数
】
一
人
（
予
定
）

　

５.

自
主
研
修
事
業
＝
組
合
等
の

構
成
員
を
対
象
と
し
て
、
次
に
掲
げ

る
事
項
の
研
修
を
行
う
。

　

①
経
営
管
理
、
販
売
管
理
、
経
理
、

財
務
、
労
務
、
組
織
運
営
等
に
関
す

る
研
修
②
新
製
品
の
開
発
、
新
技
術

の
導
入
、
新
分
野
進
出
、
そ
の
他
直

面
し
て
い
る
問
題
に
関
す
る
研
修
③

中
小
企
業
及
び
組
合
等
の
今
後
の
あ

り
方
に
関
す
る
研
修

【
補
助
事
業
者
】
組
合
等

【
補
助
率
】
２
／
３
（
中
央
会
）、
１

／
３
（
組
合
等
自
己
負
担
）

【
補
助
金
の
上
限
】
二
十
四
万
八
千

円
以
内

【
募
集
組
合
等
数
】
若
干
数

　

６.

青
年
部
研
究
会
事
業
＝
青
年

部
員
が
次
に
掲
げ
る
事
項
に
関
し
て

自
由
に
討
議
し
、
研
究
を
行
う
。

　

①
経
営
管
理
、
販
売
管
理
、
経
理
、

財
務
、
労
務
、
組
織
運
営
等
に
関
す

る
青
年
経
営
者
等
の
資
質
向
上
を
図

る
た
め
の
研
究
②
新
製
品
の
開
発
、

新
技
術
の
導
入
、
新
分
野
進
出
、
そ

の
他
直
面
し
て
い
る
問
題
に
関
す
る

研
究
③
中
小
企
業
及
び
組
合
等
の
今

後
の
あ
り
方
に
関
す
る
研
究

（
本
事
業
は
、
組
合
等
と
中
央
会
と

の
共
催
で
実
施
す
る
事
業
で
、
補
助

金
を
交
付
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。）

【
助
成
事
業
者
】
組
合
等
で
、
青
年

部
が
設
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

【
助
成
率
】
２
／
３
（
中
央
会
）、
１

／
３
（
組
合
等
自
己
負
担
）

【
助
成
金
の
上
限
】
三
十
万
円
以
内

【
募
集
組
合
数
】
若
干
数

　

７.

組
合
等
集
中
指
導
事
業
＝
組

合
等
が
抱
え
る
諸
課
題
解
決
の
た
め
、

次
に
掲
げ
る
テ
ー
マ
に
つ
い
て
集
中
的

１５年度

組
合
等
補
助
事
業

（
政
府
指
定
事
業
）募
集
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�
…
ア
ネ
ッ
ク
ス
テ
ク
ノ
２
「
Ｃ
Ａ
Ｄ
研
修
」
の
お
問
い
合
わ
せ
は
、
ア
ネ
ッ
ク
ス
テ
ク
ノ
２
・
研
修
担
当
�
〇
五
八
三（
七
九
）六
三
七
〇
ま
で
。

な
お
、
お
申
込
み
は
、「
セ
ミ
ナ
ー
申
込
書
」
に
ご
記
入
の
上
、　

〇
五
八
三（
七
九
）三
三
三
二
、
ま
た
は
郵
便
に
て
。

FAX

（
三
回
程
度
）に
研
究
会
等
を
行
う
。

　

①
商
業
・
サ
ー
ビ
ス
業
組
合
等
が

抱
え
る
諸
課
題
へ
の
対
処
②
異
業
種

の
連
携
に
よ
る
も
の
づ
く
り
や
新
分

野
へ
の
進
出
等
へ
の
対
処
③
地
域
の

活
性
化
や
地
域
産
品
の
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
等
の
地
域
お
こ
し
へ
の
対
処
④

労
働
問
題
や
労
働
力
確
保
へ
の
対
処

⑤
地
域
産
業
の
集
積
に
よ
る
中
小
企

業
の
活
性
化
へ
の
対
処
⑥
物
流
効
率

化
法
へ
の
対
応
や
物
流
問
題
へ
の
対

処
⑦
エ
ネ
ル
ギ
ー
環
境
問
題
へ
の
対

処
⑧
情
報
化
の
促
進
（
マ
ル
チ
メ
デ

イ
ア
の
活
用
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築

改
善
へ
の
対
処
等
）
⑨
組
合
等
の
管

理
・
事
業
運
営
、
会
計
税
務
等
の
再

検
討

（
本
事
業
は
、
中
央
会
の
行
う
事
業

で
あ
り
、
補
助
金
を
交
付
す
る
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。）

【
助
成
事
業
者
】
組
合
等

【
助
成
率
】
２
／
３
（
中
央
会
）、
１

／
３
（
組
合
等
自
己
負
担
）

【
助
成
金
の
上
限
】二
十
五
万
円
以
内

【
募
集
組
合
数
】
十
五
組
合
（
予
定
）

※ 
こ
れ
ら
の
補
助
金
の
上
限
及
び
助

成
金
の
上
限
に
つ
い
て
は
、
平
成　
１４

年
度
予
算
額
よ
り
の
計
上
額
で
あ
り
、

【
補
助
金
額
】
一
組
合　

五
万
円
定

額
（
国
、
単
年
）
※
但
し
、
研
究
集

会
の
事
業
費
は
七
万
五
千
円
以
上
と

す
る
こ
と
。
複
数
開
催
可
。

【
補
助
対
象
費
目
】
講
師
謝
金
・
旅

費
、
会
場
借
料
、
資
料
費
、
通
信
運

搬
費
、
消
耗
品
費

　

☆
小
企
業
者
と
は
、
常
時
使
用
す

る
従
業
員
の
数
が
五
人
（
商
業
又
は

サ
ー
ビ
ス
業
を
主
た
る
事
業
と
す
る

事
業
者
に
つ
い
て
は
、
二
人
）
以
下

の
会
社
及
び
個
人
。

１4年度

組
合
研
究
集
会
助
成
事
業

募
集

若
干
の
変
更
が
生
ず
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

【
目
的
】
中
小
企
業
組
合
が
組
合
運

営
の
適
正
化
、
活
性
化
及
び
組
合
員

の
経
営
向
上
を
図
る
た
め
に
実
施
す

る
組
合
研
究
集
会
に
対
し
助
成
を
行

い
、
小
企
業
者
組
合
の
健
全
な
発
展

を
推
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

【
対
象
組
合
】
原
則
と
し
て
、
次
に

掲
げ
る
小
企
業
者
組
合
と
す
る
。

　

①
事
業
協
同
組
合
、
商
工
組
合
及

び
商
店
街
振
興
組
合
の
う
ち
、
そ
の

構
成
員
（
組
合
員
）
の
４
分
の
３
以

上
が
小
企
業
者
（
☆
）
で
あ
る
も
の

②
企
業
組
合
③
協
業
組
合
で
あ
っ
て
、

常
時
使
用
す
る
従
業
員
の
数
が
５
人

以
下
の
も
の
又
は
、
組
合
員
の
４
分

の
３
以
上
が
協
業
実
施
直
前
に
お
い

て
小
企
業
者
で
あ
っ
た
も
の
④
事
業

協
同
組
合
連
合
会
、
商
工
組
合
連
合

会
及
び
商
店
街
振
興
組
合
連
合
会
の

う
ち
、
そ
の
会
員
組
合
の
構
成
員
の

４
分
の
３
以
上
が
小
企
業
者
で
あ
る

も
の
⑤
前
記
①
〜
④
に
掲
げ
る
組
合

以
外
の
組
合
で
あ
っ
て
、
他
の
特
別

の
法
律
に
基
づ
く
組
合
に
あ
っ
て
は
、

そ
の
構
成
員
の
４
分
の
３
以
上
が
小

企
業
者
で
あ
る
も
の
。

【
助
成
組
合
の
基
準
】

　

▽
組
合
事
務
局
が
確
立
し
、
若
し

く
は
事
務
処
理
能
力
可
能
な
体
制
に

あ
っ
て
活
動
中
の
組
合
で
あ
る
こ
と
。

　

▽
目
的
、
テ
ー
マ
、
運
営
方
法
、

参
加
人
員
等
か
ら
み
て
組
合
の
組
織

強
化
、
運
営
の
向
上
等
、
又
は
そ
の

組
合
員
の
経
営
の
近
代
化
等
に
資
す

る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

【
募
集
組
合
数
】
十
組
合

１4年度

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
作
成
希
望
組
合
等
募
集

中
小
企
業
情
報
創
造
発
信
強
化
支
援
事
業

【
目
的
】
組
合
等
及
び
組
合
員
（
構

成
員
）
企
業
が
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
通
じ
て
業
界
情
報
や
個
別
企
業
情

報
な
ど
各
種
情
報
を
情
報
発
信
す
る

こ
と
に
よ
り
、
組
合
等
運
営
の
活
性

化
、
組
合
員
（
構
成
員
）
企
業
の
ビ

ジ
ネ
ス
交
流
の
拡
大
、
更
に
は
情
報

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
社
会
に
適
応
で
き
る

情
報
受
発
信
能
力
を
養
う
こ
と
を
目

的
に
、
組
合
等
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
作

成
（
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
含
む
。）
に
対

す
る
助
成
等
の
支
援
を
行
う
。

【
交
付
対
象
】
組
合
等

（
注：

個
別
企
業
の
み
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
作
成
、
ま
た
、
過
去
に
お
い

て
継
続
し
て
本
事
業
を
利
用
し
た
組

合
等
は
、
補
助
対
象
外
と
す
る
。）

（
詳
細
に
つ
い
て
は
、
本
会
情
報
企

画
チ
ー
ム
ま
で
問
合
せ
下
さ
い
。）

【
補
助
金
額
】
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
作
成

費
（
消
費
税
を
含
む
。）
の
２
／
３

（
新
規
開
設
の
場
合
は
、
上
限
二
十

五
万
二
千
円
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
の
場

合
は
、
上
限
十
万
五
千
円
）
を
助
成

す
る
。
差
額
（
作
成
費
の
１
／
３
以

上
）
は
組
合
等
の
自
己
負
担
と
す
る
。

（
注：

前
記
補
助
金
額
は
、
い
ず
れ

の
場
合
も
県
予
算
執
行
の
範
囲
内
と

し
、
一
部
変
更
す
る
こ
と
も
あ
る
。）

【
Ｈ
Ｐ
開
設
形
態
】
原
則
と
し
て
岐

阜
県
中
央
会
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

サ
ー
バ
と
す
る
。（
ド
メ
イ
ン
c
h
u

o
k
a
i
‐
g
i
f
u
）

【
事
業
内
容
】
①
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

サ
ー
ビ
ス
②
メ
ー
ル
サ
ー
ビ
ス
③
ア

ク
セ
ス
ロ
グ
配
信
サ
ー
ビ
ス
④
Ｆ
Ｔ

Ｐ
サ
ー
ビ
ス
⑤
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
研

修
会
へ
の
参
加

※ 
申
込
み
締
切
り
は
、
い
ず
れ
の
事

業
も
６
月　

日
（
金
）
で
す
。

２８

※ 
組
合
等
と
は
、
中
小
企
業
団
体
の

組
織
に
関
す
る
法
律
第
３
条
第
１
項

に
規
定
さ
れ
て
い
る
中
小
企
業
団
体

（
事
業
協
同
組
合
、事
業
協
同
小
組
合
、

火
災
共
済
協
同
組
合
、信
用
協
同
組

合
、協
同
組
合
連
合
会
、企
業
組
合
、

協
業
組
合
、商
工
組
合
、商
工
組
合
連

合
会
）、商
店
街
振
興
組
合
法
第
２
条

に
規
定
さ
れ
て
い
る
法
人
（
商
店
街

振
興
組
合
、
商
店
街
振
興
組
合
連
合

会
）、
そ
の
他
の
特
別
の
法
律
に
よ
り

設
立
さ
れ
た
組
合
及
び
そ
の
連
合
会

で
あ
っ
て
、
そ
の
直
接
又
は
間
接
の

構
成
員
た
る
事
業
者
の
３
分
の
２
以

上
が
中
小
企
業
基
本
法
第
２
条
に
規

定
す
る
中
小
企
業
者
で
あ
る
も
の

（
生
活
衛
生
同
業
組
合
他
）、
民
法
第

　

条
の
規
定
に
よ
り
設
立
さ
れ
た
財

３４団
法
人
及
び
社
団
法
人
、
中
小
企
業

庁
長
官
が
別
途
定
め
る
団
体
（
共
同

出
資
会
社
、任
意
グ
ル
ー
プ
）を
い
う
。
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�
…
中
小
企
業
大
学
校
瀬
戸
校
・
平
成　

年
度
研
修
①
『
実
践
的
経
営
分
析
の
進
め
方
〜
経
営
活
動
の
実
践
的
な
評
価
〜
』

14

研
修
期
間：

９
月
４
日　

〜
６
日　

、
申
込
締
切
日：

７
月　

日　

（水）

（金）

24

（水）

　

岐
阜
電
気
工
事
協
同
組
合
（
遠
山

重
徳
理
事
長
）
は
五
月
十
日
に
『
組

合
設
立　

周
年
記
念
式
典
』
を
岐
阜

３０

市
の
岐
阜
会
館
で
開
催
し
た
。

　

式
典
に
は
組
合
員
の
ほ
か
、
来
賓

と
し
て
武
藤
嘉
文
衆
議
院
議
員
（
代

理
）、
県
農
林
商
工
部
商
工
局
の
長
屋

栄
局
長
、
中
央
会
の
辻
正
会
長
（
代

理：

森
本
安
彦
専
務
理
事
）
ら
約
百

三
十
名
が
出
席
。

　

遠
山
理
事
長
は
あ
い
さ
つ
の
中
で
、

「
設
立
当
時
の
熱
意
と
情
熱
が
今
日

の
組
織
の
礎
で
あ
る
。
こ
の
節
目
を

機
に
、
伝
統
に
培
っ
た
組
織
を
、
夢

を
持
っ
て
次
の
時
代
に
引
き
継
げ
る

よ
う
、
組
合
組
織
の
強
化
、
組
合
員

の
増
強
等
に
努
力
し
て
い
き
た
い
」

と
抱
負
を
述
べ
た
。

　

ま
た
、
本
会
の
森
本
専
務
理
事
は

来
賓
あ
い
さ
つ
で
、「
現
在
は
激
変
し

や
す
い
多
難
な
時
代
で
あ
り
、�
ス

ピ
ー
ド
と
革
新
の
時
代
�
に
お
い
て

知
恵
を
出
し
合
い
、
三
十
年
に
わ

た
っ
て
築
か
れ
た
基
盤
を
礎
と
し
て

頑
張
っ
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
激
励

し
た
。

　

そ
の
後
、
組
合
功
労
者
表
彰
も
行

わ
れ
た
。（
敬
称
略
・
順
不
同
）

　

▽
岐
阜
県
県
知
事
表
彰
（
功
労
役

員
）
＝
酒
井
文
男
（
酒
井
電
気
工
事

�
）
▽
岐
阜
県
中
小
企
業
団
体
中
央

会
会
長
表
彰
（
功
労
役
員
）
＝
福
田

久
雄
（
福
田
電
気
工
事
�
）、
近
藤
哲

夫
（
�
近
藤
電
気
商
会
）、
若
山
正
治

（
若
山
商
店
）
▽
岐
阜
電
気
工
事
協

同
組
合
理
事
長
表
彰
（
功
労
役
員
）

＝
武
藤
好
則
（
ム
ト
ウ
エ
フ
エ
ー
�
）

ほ
か
七
名
▽
同
感
謝
状
（
功
労
組
合

員
）
＝
永
谷
和
昭
（
永
谷
電
気
�
）

ほ
か
十
一
名
▽
同
（
功
労
職
員
）
＝

蔦
木
彰
（
岐
阜
電
気
工
事
協
同
組
合

元
職
員
）

　

中
津
川
木
製
品
工
業
協
同
組
合

（
棚
橋
洋
一
理
事
長
）
は
五
月
十
八

日
に
『
創
立　

周
年
記
念
式
典
』
を

５０

中
津
川
市
の
中
津
川
商
工
会
議
所
で

開
催
し
た
。

　

同
組
合
は
、
中
津
川
の
地
場
産
業

で
あ
る
木
製
品
製
造
業
の
活
性
化
を

目
的
に
、
昭
和
二
十
六
年
九
月
に
任

意
組
織
か
ら
法
人
化
さ
れ
、
木
製
品

製
造
業
者
二
十
八
名
で
設
立
。

　

棚
橋
理
事
長
は
「
こ
の　

年
間
、

５０

不
況
や
組
合
員
の
減
少
な
ど
、
厳
し

い
状
況
も
あ
っ
た
。
現
在
も
住
宅
産

業
の
低
迷
な
ど
厳
し
い
環
境
に
あ
る

　

岐
阜
県
眼
鏡
商
業
協
同
組
合
（
渡

邊
克
郎
理
事
長
）
の
レ
デ
ィ
ー
ス
ク

ラ
ブ
（
森
島
洋
子
会
長
）
は
、
六
月

六
日
に
東
海
テ
レ
ビ
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー

の
高
井
一
氏
を
講
師
に
招
き
、『
人
の

心
を
ひ
き
つ
け
る
話
し
方
』
を
テ
ー

マ
に
し
た
講
演
会
を
県
民
ふ
れ
あ
い

会
館
で
開
催
し
た
。

　

高
井
氏
は
、
自
ら
の
経
験
と
業
界

の
ウ
ラ
話
等
も
交
え
、
参
加
者
の
笑

い
を
誘
い
な
が
ら
和
や
か
に
講
演
。

「
人
を
惹
き
付
け
る
話
し
方
を
す
る

に
は
、
自
分
の
身
だ
し
な
み
に
気
を

使
う
の
と
同
じ
よ
う
に
、
ま
ず
自
分

の
話
し
方
を
意
識
す
る
こ
と
が
必
要
。

ま
た
、
会
話
で
の
表
現
力
を
豊
か
に
す

る
た
め
に
、
言
葉
の
数
を
増
や
す
こ

と
も
ポ
イ
ン
ト
」
と
ア
ド
バ
イ
ス
し
た
。

　

周
年
式
典
・
徳
山
理
事
長
あ
い
さ
つ

30

夢
を
持
っ
て
次
代
へ

岐
阜
電
気
工
事　

・
設
立　

周
年
記
念
式
典

（協）

30

　

周
年
式
典
・
棚
橋
理
事
長
あ
い
さ
つ

50

匠
の
技
を
全
国
へ

中
津
川
木
製
品
工
業　

・
創
立　

周
年
記
念
式
典

（協）

50
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
招
き
講
演
会

メ
ガ
ネ
組
合
・
レ
デ
ィ
ー
ス
ク
ラ
ブ

が
、
組
合
員
十
二
名
は
腕
に
自
信
の

あ
る
者
ば
か
り
。
今
後
は
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
等
で
我
々
の
匠
の
技
を
日
本

全
国
に
広
げ
て
い
き
た
い
」
と
決
意

を
述
べ
た
。

　

来
賓
と
し
て
出
席
し
た
中
川
鮮
中

津
川
市
長
は
、「
木
材
産
業
は
人
間
が

生
き
て
い
く
上
で
必
要
な
産
業
で
あ

り
、
伝
統
の
継
承
と
と
も
に
適
正
な

消
費
と
緑
の
再
生
を
繰
り
返
し
な
が

ら
発
展
さ
せ
る
べ
き
。
組
合
に
は
、

積
極
的
な
活
動
に
よ
り
、
行
政
と
と

も
に
そ
の
役
割
を
担
っ
て
欲
し
い
」

と
期
待
を
寄
せ
た
。

　

ま
た
、　

周
年
記
念
表
彰
と
し
て
、

５０

組
合
か
ら
功
労
者
へ
の
感
謝
状
が
贈

ら
れ
た
。（
敬
称
略
）

　

▽
功
労
役
員
＝
棚
橋
洋
一（
�
棚

橋
本
店
）▽
功
労
組
合
員
＝
山
田
昌
弘

（
�
山
田
折
箱
店
）、直
井
善
孝（
岐
東
林

産　

）、大
蔵
充
夫（
�
木
の
店
大
蔵
）、

（企）
▽
功
労
職
員
＝
清
水
信
幸（
事
務
局
）

メ
ガ
ネ
組
合
レ
デ
ィ
ー
ス
ク
ラ
ブ
講
演
会



　

岐
阜
県
中
央
会
レ
デ
ィ
ー
ス
ク
ラ

ブ
（
加
藤
智
子
会
長
）
は
、『
第
３
回

通
常
総
会
』
を
五
月
九
日
に
グ
ラ
ン

ヴ
ェ
ー
ル
岐
山
で
開
催
し
た
。

　

加
藤
会
長
は
「
創
立
以
来
、
少
し

ず
つ
歩
み
始
め
て
二
年
半
が
経
っ
た

が
、
他
の
経
済
団
体
な
ど
で
は
会
員

が
減
少
し
つ
つ
あ
る
厳
し
い
時
代
に
、

会
員
数
に
変
わ
り
が
な
い
の
は
大
変

あ
り
が
た
い
。
ま
た
、
交
流
会
や
視

察
研
修
な
ど
の
勉
強
会
を
積
極
的
に

実
施
し
て
き
た
が
、
必
ず
何
か
一
つ

で
も
得
る
も
の
が
あ
る
と
思
う
。
今

後
も
、
一
人
で
も
多
く
の
方
々
に
参

加
し
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
あ
い
さ

つ
し
た
。

　

十
四
年
度
の
主
な
事
業
は
、
レ

デ
ィ
ー
ス
活
動
推
進
事
業
と
し
て
、

先
進
企
業
視
察
・
県
外
女
性
部
と
の

交
流
懇
談
、
女
性
経
営
者
支
援
懇
談

会
、
交
流
促
進
事
業
と
し
て
「
第　
１０

回
全
国
商
店
街
お
か
み
さ
ん
交
流
サ

ミ
ッ
ト　

仙
台
」
及
び
、
島
根
県
で

in

開
催
さ
れ
る
「
レ
デ
ィ
ー
ス
中
央
会

フ
ォ
ー
ラ
ム
二
〇
〇
二
」
へ
の
参
加

な
ど
、
同
ク
ラ
ブ
の
組
織
の
充
実
・

強
化
と
交
流
促
進
を
図
っ
て
い
く
。

　

予
算
総
額
は
、
同
ク
ラ
ブ
予
算
百

六
十
八
万
円
、
中
央
会
補
助
百
二
十

四
万
五
千
円
の
計
二
百
九
十
二
万
五

千
円
を
計
上
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
今
回
は
役
員
改
選
が
行
わ

れ
、
加
藤
会
長
を
は
じ
め
、
副
会
長
、

理
事
及
び
監
事
全
員
が
再
任
さ
れ
た
。

　

▽
会
長
＝
加
藤
智
子（
ヤ
マ
カ
陶

料
�
・
代
表
取
締
役
）▽
副
会
長
＝
玉

井
博
�（
�
玉
井
屋
本
舗
・
代
表
社

員
）、高
井
美
智
子（
�
マ
ル
井
高
井
・

代
表
取
締
役
）、谷
田
育
子（
�
谷
田

商
店
・
専
務
取
締
役
）、木
田
雅
子（
�

木
田
商
店
・
代
表
取
締
役
）、島
朋
美

（
ク
ロ
ー
バ
ー
フ
ュ
ー
チ
ャ
ー
建
設

（
協
業
））▽
理
事
＝
山
田
祥
永（
�
大

和
・
取
締
役
副
社
長
）ほ
か
四
名
▽
監
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レ
デ
ィ
ー
ス
総
会
・
加
藤
会
長
あ
い
さ
つ

新
た
な
支
援
施
設
・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ　
24

�
…
中
小
企
業
大
学
校
瀬
戸
校
・
平
成　

年
度
研
修
②『
成
果
主
義
の
考
え
方
・
進
め
方
〜
正
し
い
評
価
か
ら
始
ま
る
人
的
資
源
の
有
効
活
用
〜
』研
修
期
間：

14

９
月
４
日　

〜
６
日　

、申
込
締
切
日：

８
月
６
日　
　

お
問
い
合
わ
せ
等
は
、中
小
企
業
大
学
校
瀬
戸
校
・
研
修
課　

�
〇
五
六
一（
四
八
）三
四
〇
〇

（水）

（金）

（月）

事
＝
久
保
田
美
郷（
�
久
保
田
庭
石

店
・
代
表
取
締
役
）ほ
か
一
名

　

ま
た
、
施
設
の
「
技
術
開
発
室
」

「
ベ
ン
チ
ャ
ー
支
援
事
務
所
」「
賃
貸

住
宅
」
へ
の
入
居
者
を
募
集
し
て
い

ま
す
。

　

施
設
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
等

は
、
県
農
林
商
工
部
情
報
産
業
課
・

�
〇
五
八
（
二
七
二
）
一
一
一
一
、

県
住
宅
供
給
公
社
再
開
発
課
・
�
〇

五
八
（
二
七
七
）
一
〇
五
一
、（
財
）

ソ
フ
ト
ピ
ア
ジ
ャ
パ
ン
・
ビ
ジ
ネ
ス

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
・
�
〇
五
八
四

（
七
七
）
一
一
一
七
ま
で
。

加
藤
会
長
ら
を
再
任

　
　

中
央
会

　
　

レ
デ
ィ
ー
ス
ク
ラ
ブ

第
３
回
通
常
総
会
開
催

ソフトピア
ジャパン

I
T
環
境
と
居
住
環
境
を
融
合

『
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ　

』が
オ
ー
プ
ン

24

　

ソ
フ
ト
ピ
ア
ジ
ャ
パ
ン
に
新
施
設

『
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ　

』
が
完
成
し
、

２４

六
月
五
日
に
は
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
記
念

イ
ベ
ン
ト
と
し
て
講
演
会
も
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

Ｉ
Ｔ
環
境
と
居
住
環
境
を
融
合
し
、

二
十
四
時
間
体
制
で
Ｉ
Ｔ
関
連
ベ
ン

チ
ャ
ー
を
支
援
す
る
複
合
施
設
で
、

情
報
通
信
イ
ン
フ
ラ
を
充
実
さ
せ
、

ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
ビ
ジ
ネ
ス
と
在
宅

ビ
ジ
ネ
ス
（
Ｓ
Ｏ
Ｈ
Ｏ
）
の
支
援
が

実
現
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
全
室
無
料
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
サ
ー
ビ
ス
と
有
線
・
無
線
の
館
内

Ｌ
Ａ
Ｎ
に
よ
り
、
館
内
は
常
時
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
に
接
続
可
能
で
す
。

　

建
物
の
一
階
と
二
階
に
は
ド
ラ
ッ

グ
ス
ト
ア
ー
、
書
店
、
弁
当
販
売
店
、

レ
ス
ト
ラ
ン
等
の
店
舗
の
ほ
か
、
二

階
に
は
入
居
者
の
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト

や
ビ
ジ
ネ
ス
サ
ポ
ー
ト
等
の
サ
ー
ビ

ス
を
行
う
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
セ

ン
タ
ー
が
あ
り
ま
す
。

　

三
階
は
、
ベ
ン
チ
ャ
ー
に
関
す
る

各
種
情
報
提
供
の
ほ
か
、
弁
護
士
、

公
認
会
計
士
、
税
理
士
、
弁
理
士
、

各
種
コ
ン
サ
ル
ト
な
ど
、
起
業
家
を

サ
ポ
ー
ト
す
る
事
務
所
が　

室
。

１２

　

四
〜
六
階
に
は
技
術
開
発
室
が　
７５

室
。

　

七
階
は
、
百
人
規
模
の
合
宿
型
研

修
な
ど
に
対
応
し
た
宿
泊
・
休
息
・
コ

ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ス
ペ
ー
ス
が
五
十
室
。

　

八
〜
十
階
は
居
住
施
設
で
、
１
Ｄ

Ｋ
〜
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ
で
、
五
種
類
の
間
取

り
を
準
備
。
バ
リ
ア
フ
リ
ー
設
計
で

全
戸
に
光
フ
ァ
イ
バ
ー
館
内
Ｌ
Ａ
Ｎ

が
配
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

高 山 米 穀 協 業 組 合
理 事 長　桑　 谷　 信　 男
高山市初田町 2 丁目 32 番地
1 〈0577〉32-3100　〒 506-0008
FAX 〈0577〉 3 4 - 8 4 0 4
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海 外 駐 在 員 レ ポ ー ト

英国、不動産バブル崩壊の危機？

岐阜県ロンドン駐在員　高見　浩一郎

　不動産バブルの崩壊・・・。住宅価格の高騰が
続いている英国でこんなシナリオが浮かび上がっ
てきた。

●“不動産バブル”に危機感
　今年に入ってからの４ヶ月で、住宅価格は全国平
均で７.７％上昇し、また、英国銀行協会が明らかに
した４月の新規住宅ローンは、過去４ヶ月間で最も
大きい４２億ポンド（約７,５００億円）に達した。
　これらの背景には、過去３８年間で最低の４％に据
え置かれている政策金利や雇用不安の解消、さら
には買った家を貸し出す「buy to let」の投資家が増
えていることが挙げられている。あるエコノミス
トは「人々は価格が上がることを恐れて買い急い
でいる。もはや制御不能に近い」と危機感を表明
し、不動産業界でも「このままでは政策金利の利
上げは必至」との見方も出ている。利上げの時期
や上げ幅によっては、住宅需要が一気に冷え込み、
景気に与える影響も大きい。

●当面は金利据え置き
　しかし、英中銀イングランド銀行は、５月の理事
会で、政策金利を４％に据え置くことを決めた。そ
の理由として、住宅価格の高騰に反映されるよう
に個人消費に過熱感も出ているが、製造業に回復
傾向が見られないことから、「経済成長が確実に
なるまで政策金利の利上げを急ぐ必要はない」と
の考えを表明している。

●ＧＤＰは低成長でも先行きは楽観
　政府統計局が５月２４日に発表した今年第１四半期
のGDPは、昨年第４四半期から２期連続のゼロ成長
に沈んだ。サービス業の生産高は前期から０.２％増
となったものの、製造業は１.５％減少し、企業の設
備投資や公共投資を示す総固定資本形成も１.３％に
減った。個人消費は０.７％伸びたが、全体を押し上
げるまでには至らなかった。第１四半期にゼロ成長
を記録したことにより、２００２年の年間GDP成長率
は、ブラウン財務相が４月の予算案発表時に示した
２.０～２.５％を下回る１％前後にとどまる見通しと
なった。
　しかしながら、５月に発表された英国産業連盟の

調査によると、先行き指
数が８年ぶりに高水準に
達している。この指数は
先行きを楽観視している
企業の割合から悲観視し
ている割合を差し引いた
もので、全国平均はプラ
ス２１ポイントとなってお
り、先行きについては楽
観的な見通しが広がっている。

●Ｗ杯の英国経済への影響
　余談になるが、日本と韓国で開催されている
サッカーの「ワールドカップ」に関連して、面白
い経済数値が試算されている。
　６月７日にイングランド対アルゼンチン戦が行わ
れた際に、約１,２００万人がテレビ等で試合を見るた
めに休暇を取ったり病欠したという。ある新聞に
よると、サッカーファンがパブで試合を観戦しな
がら飲んだビールの量は２,５００万パイント（約１,４００
万リットル）、さらには祝勝会に費やした費用は１
億５,０００万ポンド（約２７０億円）とされ、大会期間
を通して、英国人はイングランドチームの成績に
一喜一憂しながら、１０億ポンド（約１,８００億円）を
飲食に費やすという。
　しかしながら、あるシンクタンクは、従業員が
テレビ観戦で仕事を休む時間は、GDPを０.８％押し
下げると予想している。

●英国経済の浮沈は政策金利がカギ
　３８年ぶりの低金利にある英国では、低失業率や
低インフレなどを背景に消費意欲が旺盛となって
いる。英中銀イングランド銀行も「個人消費は当
分衰えない」と見ており、市場では現在の４％の金
利が８月初めに４.５％に引き上げられるとの観測も
出ている。
　先にも述べた不動産バブル崩壊のきっかけにも
なり得る政策金利の利上げ。その時期や上げ幅に
注目が集まっている。
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県内中小企業主要業種の景気動向
（４月末調査）

表の見方：売上～景況感：○好転・増加　△変わらず　▲悪化・減少

４月景況調査

　

し
か
し
な
が
ら
、

消
費
低
迷
、
公
共
工

事
の
削
減
や
企
業
間

競
争
の
激
化
、
海
外

と
の
競
合
の
厳
し
い

環
境
は
依
然
変
わ

ら
ず
、
先
行
き
不
安

Ｄ
Ｉ
値
は
大
幅
に
改
善

中
小
企
業
に
は
底
打
ち
の
実
感
な
し

　

中
央
会
が
主
要
業
種
八
十
五
組
合
を
対

象
に
ま
と
め
た
『
四
月
の
特
色
』
は
次
の
と

お
り
。

　
〔
四
月
の
特
色
〕
組
合
か
ら
見
た
県
内
中

小
企
業
の
特
色
は
①
極
く
一
部
に
下
げ
止

ま
り
気
配
②
価
格
低
下
、
収
益
悪
化
が
深

刻
③
先
行
き
不
安
感
が
依
然
強
い
―
と
な
っ

て
い
る
。

　

四
月
の
Ｄ
Ｉ
値
※
（
前
年
同
月
比
）
は
マ

イ
ナ
ス　

ポ
イ
ン
ト
で
、
前
月
（
十
三
年
三

５３

月
）
の
マ
イ
ナ
ス　

ポ
イ
ン
ト
に
対
し　

ポ

６５

１２

イ
ン
ト
の
大
幅
な
改
善
と
な
っ
て
い
る
。

感
が
強
く
、
中
小
企
業
の
景
況
感
は
底
打
ち
を

実
感
す
る
に
は
至
っ
て
い
な
い
。倒
産
・
廃
業
の
発

生
等
、楽
観
を
許
さ
な
い
状
況
で
あ
る
。

　

前
年
同
月
比
で
業
況
悪
化
業
種
が
特
に
多
い

の
は
、食
料
品
、繊
維
・
同
製
品
、木
材
・
木
製
品
、

窯
業
・
土
石
、建
設
業
で
、好
転
業
種
は
機
械
・
工

具
販
売
と
な
っ
て
い
る
。

（
※
十
四
年
四
月
調
査
か
ら
、
景
況
感
Ｄ
Ｉ
値
に

つ
い
て
は
従
来
の「
前
月
比
」の
数
値
か
ら
「
前
年

同
月
比
」の
数
値
に
変
更
し
て
お
り
ま
す
。）

景

況

感

雇
用
人
員

資
金
繰
り

収
益
状
況

販
売
価
格

売

上

高

調査項目

業　　種

▲△▲▲△▲陶 磁 器 （ 輸 出 ）
△△△△△△タ イ ル
▲△△▲▲▲窯 業 原 料
▲▲▲▲▲▲耐 火 れ ん が
▲▲▲▲▲▲石　 　 灰
△△△△△▲生　 コ　 ン
△△△△△▲砂 利 生 産
▲△▲▲△▲砕 石 生 産
▲△△△▲△鋳　 　 物
△△△△▲△刃物等金属製品 （輸出） 
▲▲▲▲▲▲刃物等金属製品 （内需） 
▲△▲▲△▲メ　 ッ　 キ
▲△△▲▲▲県 金 属 工 業 団 地
△○△△▲△可 児 工 業 団 地
▲▲▲▲▲▲金　 　 型
○▲△▲▲▲機械工具・工作機械
△△▲▲▲△電 気 機 械 器 具
△△○△▲○輸 送 機 器
▲△▲▲△▲各種物産品（観　 光）
▲▲▲▲▲▲各種物産品（ギフト）
▲▲△△△▲総合卸売業（飛騨地区）
△△△△△△総合卸売業（岐阜地区）
▲▲△△▲▲陶　 磁　 器
△△△▲▲▲青　 　 果
△△△△△△水　 産　 物
▲△▲▲▲▲家 電 機 器 販 売
△△▲▲▲▲メ ガ ネ 販 売
△△△△△○中 古 自 動 車 販 売
△△△△○△石 油 製 品 販 売

景

況

感

雇
用
人
員

資
金
繰
り

収
益
状
況

販
売
価
格

売

上

高

調査項目

業　　種

▲△△△▲○味 噌 ・ 醤 油
▲▲▲▲△△豆 腐 製 造
▲▲△▲△▲食 肉 （ 国 産 ）
▲▲▲▲▲▲菓　 　 子
△○△△△○米　 　 菓
▲▲▲▲▲▲酒　 　 造
△○△△△○製 麺
▲▲▲▲△▲ね　 ん　 糸
▲△▲▲△▲ニ ッ ト 工 業
▲△▲▲△▲毛　 織　 物
△△△△△△合 成 繊 維 織 物
△△△△△△ニ ッ ト 雑 貨
△△△△△▲メ ン ズ ア パ レ ル
▲△△▲△△婦 人 ・ 子 供 服
▲△▲▲▲▲縫　 　 製
△△△△△△製　 　 材
▲▲▲▲▲▲銘　 　 木
△△△▲▲▲集　 成　 材
▲▲▲▲▲▲家 具 （ 美 濃 ）
▲▲▲▲△△家 具 （ 飛 騨 ）
▲▲▲▲▲▲東 濃 ひ の き
△△△△▲△家　 庭　 紙
△△△△▲▲特　 殊　 紙
▲▲△▲▲△紙　 加　 工
△△△▲▲▲印　 　 刷
△▲△△▲○プ ラ ス チ ッ ク
▲▲▲▲△▲陶 磁 器 （ 工 業 ）

景

況

感

雇
用
人
員

資
金
繰
り

収
益
状
況

販
売
価
格

売

上

高

調査項目

業　　種

▲▲△▲▲▲共 同 店 舗
▲△▲▲△▲生 花 販 売
△△△▲△△岐 阜 市 商 店 街
△△△▲△▲大 垣 市 商 店 街
▲▲▲▲▲△多 治 見 市 商 店 街
▲△△△▲△恵 那 市 商 店 街
△△△△△▲高 山 市 商 店 街
△△△△△▲車 体 整 備
△△△▲▲▲タ イ ヤ 整 備
▲▲△△▲○長 良 川 畔 旅 館
▲△▲▲▲▲下 呂 温 泉 旅 館
△△△△△○高 山 旅 館
▲△△▲▲▲ク リ ー ニ ン グ
△△○▲▲▲広 告 美 術
△△△△△▲情 報 サ ー ビ ス 業
－－－－－－映 像 制 作
△△△△△△飲　 食　 業
▲▲▲▲△▲土 木 （ 岐 阜 ）
▲▲△▲△▲土 木 （ 飛 騨 ）
▲▲▲△△△土木・建築（羽島）
▲△▲▲▲▲建 築 （ 各 務 原 ）
△▲▲▲▲△鋼 構 造 物
△△△△△▲電 気 工 事
△△△△△△管 設 備 工 事
△△△△▲△建 築 板 金
▲▲▲▲▲▲建　 　 具
▲▲▲▲▲▲産直住宅（付知地区）
△△△▲▲▲貨 物 運 送（ 県 域 ）
▲○▲▲△▲軽 運 送



＜企業・団体等の皆様方へ＞
『大人の意識開花支援事業』のご案内　　　　　　　　　　　　　　　　　

2002 年（平成 14 年）6月 15 日　　岐阜県　中 小 企 業 情 報　　（第三種郵便物認可）　第 512 号（10）

　

中
小
企
業
組
合
の

円
滑
な
管
理
運
営
に

欠
か
せ
な
い
基
本
知

識
を
網
羅
し
た『
二

〇
〇
二
年
版
中
小

企
業
必
携 
―
総
務
・

会
計
・
税
務
の
実
務

―
』が
発
行
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

組
合
業
務
全
般
に
わ
た

る
事
務
処
理
に
つ
い
て
懇

切
に
解
説
し
た
手
引
書
で
、

会
計
編
で
は
「
個
別
会
計
基

準
」
が
新
設
さ
れ
、
税
務
編

で
は
法
人
税
を
中
心
に
所

要
の
改
訂
が
さ
れ
、
最
新
内

　社団法人岐阜県青少年育成県民会議は、平成１１年４月から県下の青少年育成市町村民会議と連携し、「青少年の健全

育成は大人社会の責任」を基本理念として、『大人が変われば、子どもも変わる』県民運動を展開しています。平成１４

年度から、この運動の一環として新たに「大人の意識開花支援事業」を実施することとしています。

�

　青少年の非行等問題行動は、その時々の社会全体が抱える様々な問題を反映しており、今日の大人社会の有り様や社
会全体の価値観の揺らぎなどが青少年の意識や行動に少なからず影響を及ぼしていると言われています。
　青少年の健全な育成には、まず、親や大人が姿勢を正すことが第一であり、このため、企業・団体等に直接講師を派
遣し、従業員等を対象として講座を実施することにより、大人自身の意識開花を図り、姿勢を正すことにより青少年の
健全育成へと結び付けるとともに、仕事と子育て、介護等の両立のための意識改革を図ることを目的としています。

�

　地域行事や学校行事に仕事の関係等で出席できない大人の方のために、直接企業・団体等に講師を派遣（出前講師）
し、講座を実施するものです。
【対象者】地域の企業・団体、県内所在の事業所等【講師】各分野で活躍する県民に講師を要請し、講師リストに登録
しています。（青少年育成推進指導員、青少年育成アドバイザー等）【講座内容】運動の趣旨を踏まえた上で、各分野の
講師が得意とする内容【講座時間】３０分～１時間程度（講座時間の短縮・延長は相談に応じます。）【講師料】無料（青
少年育成県民会議が負担します。）

�

　講師の派遣については、講座開催希望日の三週間前までにお申し込みください。お申し込みは、所定の申込書に必要
事項を記入の上、下記宛てに郵送又は FAX、E-mail で受け付けています。
【宛先】〒５００－８５７０
岐阜市薮田南２－１－１　青少年室内　社団法人岐阜県青少年育成県民会議事務局　
TEL・０５８（２７２）１１１１（内線２４２３）　FAX・０５８（２７２）０８１０
E-mail・g-ikusei@ip.mirai.ne.jp　URL・http://www.ip.mirai.ne.jp/̃g-ikusei

事 業 目 的

事　業　内　容

お 申 し 込 み

　

中
小
企
業
庁
編
の
『
中
小

企
業
白
書
―
二
〇
〇
二
年

版
―
』が
発
刊
さ
れ
ま
し
た
。

　

海
外
に
お
い
て
、
中
小
企

業
支
援
政
策
に
よ
り
活
力

あ
る
中
小
企
業
者
が
多
数

輩
出
さ
れ
、
経
済
活
性
化
に

貢
献
し
た
事
例
を
念
頭
に

置
き
つ
つ
、
誕
生
・
発
展
成

長
と
い
っ
た
ス
テ
ー

ジ
ご
と
に
中
小
企
業

の
創
業
・
経
営
革
新
等

の
円
滑
化
を
図
る
た

め
の
方
策
等
が
示
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、破
綻
企
業
の

〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜

容
で
改
版
さ
れ
ま
し
た
。

　

豊
富
な
書
類
様
式
や
参

考
資
料
を
付
し
て
解
説
さ

れ
て
お
り
、
組
合
事
務
に
す

ぐ
役
立
ち
ま
す
。

　

お
申
込
み
は
、
中
央
会
組
織
指
導

チ
ー
ム
・
�
〇
五
八
（
二
七
七
）
一

一
〇
二
ま
で
。

実
態
調
査
に
よ
り
、
一
度
破
綻
し
た

経
営
者
が
再
度
起
業
す
る
際
の
障
害

を
明
確
に
し
、
失
敗
し
て
も
再
挑
戦

し
や
す
い
環
境
整
備
に
向
け
た
課
題

が
抽
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
他
、
平
成
十
四
年
度
に
講
じ

よ
う
と
す
る
中
小
企
業
施

策
も
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
Ｃ
Ｄ
‐
Ｒ
Ｏ
Ｍ
付
き
）

〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜

■書籍案内■

創業・経営革新等の円滑化を図る

『中小企業白書2002年版』
組合管理運営の実務知識を網羅

『2002年版 中小企業組合必携』

A４版・346 頁、定価２,１００円（本体 2,000 円＋税）

中小企業庁編・株式会社ぎょうせい

A５版・520 頁、定価４,７２５円（本体 4,500 円＋税）

全国中小企業団体中央会著・全国協同出版株式会社発行

�
…『
め
ざ
す
ゴ
ー
ル
は
危
険
ゼ
ロ　

進
め
よ
う
職
場
の
安
全
管
理
』７
月
１
日
〜
７
日
は
全
国
安
全
週
間
で
す
。【
厚
生
労
働
省
】
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〈
五
月
中
〉

３
〜
５
日　

第　

回
土
岐
美
濃
焼
ま

２６

つ
り（
土
岐
美
濃
焼
卸
団
地
）

　
　

第　

回
春
の
美
濃
焼
伝
統
工
芸

１４

品
ま
つ
り（
美
濃
焼
伝
統
産
業
会

館
）

９
日　

中
央
会
レ
デ
ィ
ー
ス
ク
ラ
ブ

第
３
回
通
常
総
会（
グ
ラ
ン
ヴ
ェ
ー

ル
岐
山
）

　

日　

中
央
会
・
監
事
会（
情
報
サ
ロ

１０
ン
）

会
第　

回
通
常
総
会（
長
良
川

２９

ハ
イ
ツ
）

　

日　

雇
用
均
等
行
政
協
助
員
会
議

１６（
グ
ラ
ン
ヴ
ェ
ー
ル
岐
山
）

　

日　

中
津
川
木
製
品
工
業
�
・
創

１８
立　

周
年
記
念
式
典（
中
津
川
商

５０
工
会
議
所
）

　

日　

中
央
会
・
第　

回
通
常
総
会

２７

４７

（
ソ
フ
ト
ピ
ア
ジ
ャ
パ
ン
）

　

日　

都
道
府
県
中
央
会
事
務
局
代

２８
表
者
会
議（
全
国
中
央
会
）

　
　

岐
阜
電
気
工
事
�
・
組
合
設
立

　

周
年
記
念
式
典（
岐
阜
会
館
）

３０

　
　

岐
阜
大
学
地
域
交
流
協
力
会
・

通
常
総
会（
サ
ン
ピ
ア
岐
阜
）

　

日　

岐
阜
地
方
最
低
賃
金
審
議
会

１３（
岐
阜
合
同
庁
舎
）

　

日　

県
労
務
管
理
モ
デ
ル
集
合
協

１５

　

一
、
外
国
人
の
方
を
雇
い
入
れ
る

際
に
は
、
就
労
可
能
な
在
留
資
格
で

あ
る
か
ど
う
か
を
確
認
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。（
在
留
期
限
を
経
過
し
た

者
、
ま
た
は
観
光
目
的
な
ど
の
「
短

期
滞
在
」
の
在
留
資
格
で
入
国
し
た

者
を
雇
用
す
る
と
、「
不
法
就
労
助
長

罪
」
の
対
象
に
な
り
ま
す
。）

　

二
、
外
国
人
を
雇
い
入
れ
る
場
合

は
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
を
ご
利
用
く
だ

さ
い
。（
岐
阜
、大
垣
、多
治
見
、中
津

川
の
各
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
は
、
ポ
ル

ト
ガ
ル
語
等
の
通
訳
を
配
置
し
、
求
職

者
サ
ー
ビ
ス
に
努
め
て
お
り
ま
す
。）

　

三
、
外
国
人
労
働
者
に
も
、
日
本

人
と
同
様
、
労
働
関
係
法
令
が
適
用

さ
れ
ま
す
。

　

四
、
外
国
人
労
働
者
を
雇
い
入
れ

る
際
に
は
、
雇
入
通
知
書
を
交
付
す

る
よ
う
に
努
め
て
く
だ
さ
い
。（
雇
い

入
れ
後
に
労
働
条
件
を
め
ぐ
る
ト
ラ

ブ
ル
が
発
生
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、

賃
金
、
労
働
時
間
、
休
日
等
主
要
な

労
働
条
件
に
つ
い
て
理
解
し
て
も
ら

う
こ
と
が
重
要
で
す
。）

　

五
、
外
国
人
を
雇
用
す
る
事
業
主

は
、
毎
年
六
月
一
日
時
点
の
外
国
人

労
働
者
数
な
ど
に
つ
い
て
、
七
月
十

五
日
ま
で
に
管
轄
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

へ
「
外
国
人
雇
用
状
況
報
告
書
」
を

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
【
お
問
い
合
せ
】岐
阜
労
働
局
職
業

対
策
課
・
�
〇
五
八（
二
六
三
）五
五

六
三
、
ま
た
は
お
近
く
の
ハ
ロ
ー

外
国
人
労
働
者
の
雇
用
は
慎
重
に

岐
阜
労
働
局

ワ
ー
ク
ま
で
。

�
…『
一
人
ひ
と
り
が
輝
く　

―
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
で
男
女
が
共
に
活
躍
で
き
る
職
場
づ
く
り
を
―
』
６
月
は
男
女
雇
用
機
会
均
等
月
間
で
す
。

【
岐
阜
労
働
局
】

　

昨
年
十
二
月
よ
り
実
施
さ
れ
て
い

る
『
売
掛
債
権
担
保
融
資
保
証
制
度
』

は
、
中
小
企
業
者
が
保
有
す
る
売
掛

債
権
を
譲
渡
担
保
と
し
て
金
融
機
関

か
ら
融
資
を
受
け
る
際
に
、
保
証
協

会
が
債
務
保
証
を
行
う
制
度
で
す
。

　

し
か
し
、
取
引
契
約
に
債
権
の
譲

渡
禁
止
特
約
が
付
さ
れ
て
い
る
場
合
、

中
小
企
業
者
は
本
制
度
を
利
用
で
き

な
い
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
事
業
者
間
に
お
け
る
取

引
契
約
に
お
い
て
譲
渡
禁
止
特
約
が

付
さ
れ
て
い
る
場
合
、
本
制
度
の
利

用
が
可
能
と
な
る
よ
う
、
当
該
事
業

者
に
対
し
、
部
分
的
に
で
も
当
該
禁

止
特
約
を
解
除
し
て
い
た
だ
く
よ
う

申
し
入
れ
等
の
実
施
を
お
願
い
致
し

ま
す
。 

【
経
済
産
業
省
】

『
第　

回
中
小
企
業
団
体
全
国
大
会

５４（
埼
玉
県
大
会
）』参
加
者
募
集

　

全
国
中
央
会
と
埼
玉
県
中
央
会
が

主
催
す
る
『
第　

回
中
小
企
業
団
体

５４

全
国
大
会
』（
埼
玉
県
大
会
）
が
、　
１０

月　

日
（
木
）、
午
前　

時
か
ら
午
後

１７

１０

１
時
ま
で
、
さ
い
た
ま
市
の
「
さ
い

た
ま
ス
ー
パ
ー
ア
リ
ー
ナ
」
で
開
催

さ
れ
ま
す
。

　

今
大
会
は
、
構
造
改
革
を
視
野
に

入
れ
た
中
小
企
業
の
更
な
る
発
展
と

　

世
紀
の
活
力
あ
る
経
済
社
会
を
実

２１現
す
る
た
め
に
、
中
小
企
業
の
方
向

性
を
定
め
る
重
要
な
大
会
で
す
。

　

ま
た
、
オ
プ
シ
ョ
ナ
ル
ツ
ア
ー
と

し
て
は
、「
小
江
戸
川
越
・
長
瀞
ラ
イ

ン
下
り
と
彩
の
国
の
伝
統
を
訪
ね

て
」「
小
江
戸
川
越
と
東
京
デ
ィ
ズ

ニ
ー
ラ
ン
ド
」「
日
光
東
照
宮
と
名
湯

伊
香
保
温
泉
」
な
ど
七
コ
ー
ス
が
用

意
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

全
国
大
会
に
関
す
る
お
問
い
合
わ

せ
、
参
加
申
込
み
等
は
、
中
央
会
・

広
報
振
興
チ
ー
ム
〔
�
・
〇
五
八（
二

七
七
）一
一
〇
一
〕
ま
で
。

　

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

〈
中
央
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
〉

U
R
L
http://w

w
w
.chuokaigifu.or.jp/

  
 
 
‐        
 
 
        
‐           

〈
Ｅ
メ
ー
ル
〉

info@
chuokaigifu.or.jp

      
       
‐          

譲
渡
禁
止
特
約
の
解
除
に
ご
理
解
・
ご
協
力
を

売
掛
債
権
担
保
融
資
保
証
制
度

6 月は『外国人労働者問題啓発月間』です

万一の事故から�
　　　　あなたの財産を守る�
　　　　　　　　　　火災共済�！！�

普通火災共済・総合火災共済の�

岐阜県火災共済協同組合�
岐阜市六条南2丁目11-1�
TEL（058）272-3555（代）�


